
患者を特定できる

実習先担当医師は情報収集し、大学の分野の担当教員
へ報告する
・事故の状況 　・患者の感染情報等

助言指導教員は学生を助言指導
する

　学生は学生支援係（275－6727）へ連絡

患者を特定できる

分野の担当教員へ検査結果
を報告する

実習先が近隣の場合

実習先担当医師は患者血清の
ウイルス検査を行う
HBs抗原、HCV抗体、HTLV-1抗
体
必要な場合のみHIV抗体

学生はすぐに大学に戻り、大
学病院で分野の担当教員の
指示のもと検査を受ける。

※以下大学病院のフロー
チャートに基づく　患者を特定できない

大学病院
患者がHIV＋→２時間以内に抗HIV薬内服
患者のHBs抗原＋、受傷者HBs抗体－→

消化器内科受診（HBVワクチン＋γグロブリン）

学生支援係は
分野の担当教員へ連絡

学生支援係は
対象学生の助言指導教員へ連絡

・学生生活委員会から感染制御部門に依頼する

針刺し・切創・粘膜暴露事故発生

暴露部位を流水と石けんで洗い流す

学生は実習先担当医師へすぐに報告

【フォローアップ検査】
・１、３、６、１２か月後の検査について、学生は学生支援係へ相談する

・患者血清のウイルス検査
　HBs抗原、HCV抗体、HTLV-1抗体
　必要な場合のみHIV抗体
・受傷者（学生）のウイルス・肝機能検査

受傷者（学生）のウイルス・肝機能検査

分野の担当教員へ検査結果を報告し、
その後の対応を検討

　実習先または可能な医療機関
　患者がHIV＋→２時間以内に抗HIV薬内服
　患者のHBs抗原＋、受傷者HBs抗体－→HBVワクチ
ン＋γグロブリン

実習先が遠方の場合

実習先または可能な医療機関に検査を依頼する

学生は学生支援係へ検査結果を報告
学生保険申請の相談

検査費用は自費
あとで保険から支払われる。


